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要旨：2011 年に引き続き，2013 年も筑波技術大学保健科学部附属東西医学統合医療センターの患
者を対象に，利用状況とサービスに関するアンケート調査を行った。その結果，利用部署は漢方内科
が最も多かった（85 名（47.5%））。来院の動機は“知人， の紹介”（59 名（33.0%））が多かった。サー
ビスに関する質問では，スタッフの応対に対して満足とする回答が多かった（153 名（85.5%））。今後，
利用したいことは“鍼灸”（74 名（41.3%））が多かった。
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1．はじめに
筑波技術大学保健科学部附属東西医学統合医療セン

ター（以下，当センター）は開設以来，教育や研究，地域
医療に貢献することを目的に診療を行っている。当センター
は医師の診療を中心として臨床検査や放射線検査，リハ
ビリテーションや薬局によって構成される診療部門と，鍼灸
治療を行う施術部門にわけられる。機能的側面からみると，
西洋医学とともに医師が処方する漢方と鍼灸からなる東洋
医学を統合した医療を実践する統合医療施設であり，本邦
でも貴重な存在である。2011 年に引き続き，当センターの
患者を対象に，利用状況やサービス全般に関するアンケー
ト調査を行ったので報告する。

２．方法
実施期間は平成 25 年 8 月5日～ 30日の診療日，17日

間である。対象は，アンケートの趣旨に賛同した当センター
の患者で，自力で回答できる能力を有する者とした。アンケー
ト用紙は来院時に総合受付にて配付し，院内あるいは自
宅に持ち帰って記入した後，対象者自身が待合室内に設
置した回収箱へ投函することで回収した。アンケートは無
記名式の選択及び記述式とした。主なアンケート内容は回
答者の属性や当センターの利用状況と来院の動機，サービ
スに関する内容である。実施期間終了後にデータ入力を
行い，解析を行った。

３．結果
３．１　回答者の属性

アンケートは 179 名から回収した。性別は男性が 56 名
（31.1%），女性が 120 名（67.0%）であった。年齢別で
は 60 歳代が 55 名（30.7%）と最も多く，10 名未満の回答
年代は 20 歳代（5 名（2.8%））と80 歳代（7 名（3.9%））
であった（表 1）。

表1　年齢と性別　　※名（%）で示す。

20 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳代

80 歳代

無回答

計

5（2.8）

10（5.6）

27（15.1）

33（18.4）

55（30.7）

30（16.8）

7（3.9）

12（6.7）

計

0

0

1

0

2

0

0

0

3（1.7）

無回答

5

7

17

27

32

19

3

10

120（67.0）

女性

0

3

9

6

21

11

4

2

56（31.3）

男性

３．２　居住地と交通手段
回答者の居住地は，つくば市内と市外が各々 76 名

（42.5%），84 名（46.9%）で非常に近い結果であった（表 2）。
無回答は 19 名（10.6%）だった。また，市外では土浦市
や牛久市など，つくば市に隣接している市町村が多かった。
その一方で，県内の水戸市や他県等の遠方からも来院し
ていた。

交通手段については，車が最も多く（143 名（79.9%）），
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車を併用している患者をあわせると8 割を超えていた（表
2）。車以外の交通手段利用患者は1 割未満（16 名（8.9%）
であった。

 

表2　居住地（上）と交通手段（下）　　※名（%）で示す。

つくば市内

　　　土浦 18 名，牛久 6 名，守谷 5 名，
　　　筑西　4 名，阿見 ，桜川 各 3 名

　　　龍ヶ崎，つくばみらい，常総，下妻，
　　　石岡 各 2 名

　　　小美玉，かすみがうら，取手，板東，
　　　八千代町，古河，水戸，日立 各 1 名

　　　未記入 20 名

　　　東京　3 名，千葉，神奈川 各 2 名

無回答

76（42.5）

84（46.9）

19（10.6）

計居住地

つ
く
ば
市
以
外

交通手段

車

車とそれ以外

車以外

無回答

143（79.9）

2（1.1）

16（8.9）

18（10.1）

計

３．３　利用状況およびその内容
当センターの利用について，“はじめて”が 16 名（8.9%），

“2 回以上”が 155 名（86.6%）であり，8 名（4.5%）が無
回答であった。利用部署は複数回答可能で回答を得た結
果，当センターの特色である東洋医学の漢方内科が 85 名

（47.5%）で最も多く，鍼灸も77 名（43.0%）で 2 番目に
多かった（表 2）。整形外科も鍼灸と同様の結果であり，平
成 23 年度より開設したリハビリテーションは 38 名（21.1%）
であった。

表3　利用部署（複数回答可）　　※名（%）で示す。

漢方内科

内科

神経内科

循環器内科

整形外科

精神科

脳神経外科

名（%）

85（47.5）

51（28.5）

29（16.2）

14（7.8）

77（43.0）

9（5.0）

6（3.4）

63（35.2）

38（21.1）

61（34.1）

29（16.2）

77（43.0）

13（7.3）

部署

薬局

リハビリテーション

放射線検査

機能検査

鍼灸

無回答

名（%）部署

３．４　来院前の周知と来院の動機
来院する前から当センターを知っていたかどうかについて

質問した結果“知， っていた”が 95 名（53.1%）“知， らなかっ
た”が 82 名（45.8%），無回答は 2 名（1.1%）であった（図 1）。

次に来院の動機については複数数回答可能な選択形
式で回答を得た（表 4）。結果は“知人の紹介（当院患
者）”が 59 名（33.0%）と最も多かった。また，”知人の紹
介（当センター患者以外）”の 23 名（12.8%）をあわせる
と5 割近く82 名（45.8%）がいわゆる口コミであった。次
いで当センターの特色である東洋医学の漢方と鍼灸に対す
る興味が各々49 名（27.4%），43 名（24.0%）と多かった。

知っていた
95名（53.1%）

未回答　2名（1.1%）

知らなかった
82名（45.8%）

図1　設問“本センターを知っていたか?” の結果
※名（%）で示す。

表4　来院の動機（複数回答可）　　※名（%）で示す。

知人の紹介（当院患者）

漢方に興味があった

鍼灸に興味があった

医療機関の紹介

統合医療に興味があった

知人の紹介（当センター患者以外）

ホームページ

メディア

看板

　　　本学関係者

　　　以前に通院していた

　　　開院時から来院している

　　　学園祭で知った

　　　自分で電話で調べた

　　　近いから

　　　本学マッサージボランティアで知った

　　　子供の喘息で悩み調べた

　　　無回答

無回答

59（33.0）

49（27.4）

43（24.0）

27（15.1）

25（14.0）

23（12.8）

19（10.6）

5（2.8）

2（1.1）

4（2.2）

3（1.7）

各1

（0.6）

5（2.8）

4（2.2）

選択肢 名（%）

そ

　の

　他

３．５　サービス等や今後の利用希望に関して
サービス等に関する内容は，表 5 に示す 9 項目について

“満足”，“ 普通”，“ 不満”の選択方式で聴取した。前年
度末に環境美化を目的に改修した中庭についても，項目を
設けた。全項目の中で“スタッフの対応”を満足とした回



─  75  ─

答者が最も多く（153 名（85.5%））“受付， から会計の流れ”
（135 名（75.4%）），“清潔感” （110 名（61.4%））が続いた。
一方，満足とした回答者が少なかったのは，“中庭”（56 名

（31.1%））と“読み物や掲示物”（65 名（36.3%））であっ
た。全項目においてに不満とした回答者は少数であった。

表5　サービス等について
※上段は人数（名），下段は割合（%）で示す。

受付から会計の流れ

スタッフの応対

休診の案内表示

トイレの案内表示

各部署までの案内表示

環境温度や湿度

清潔感

読み物や掲示物

中庭

4
（2.2）

5
（2.8）

17
（9.5）

10
（5.6）

13
（7.3）

7
（3.9）

5
（2.8）

8
（4.5）

15
（8.4）

内容 無回答

1
（0.6）

0
（0.0）

5
（2.8）

3
（1.7）

1
（0.6）

3
（1.7）

3
（1.7）

3
（1.7）

3
（1.7）

不満

39
（21.8）

21
（11.7）

78
（43.6）

84
（46.9）

78
（43.6）

74
（41.3）

61
（34.1）

103
（57.5）

105
（58.6）

普通

135
（75.4）

153
（85.5）

79
（44.1）

82
（45.8）

87
（48.5）

95
（53.1）

110
（61.4）

65
（36.3）

56
（31.3）

満足

2011 年のアンケートで指摘された駐車場の使いやすさに
ついて，車を利用している（併用含む）132 名について質
問したところ，駐車場は使いやすいと回答した者が 148 名，
そうでない者が 14 名，無回答が 4 名であった [1]。

次に，今後利用してみたい部署について，現在行ってい
ないマッサージも含めて複数回答可能な選択形式で質問し
た（表 6）。その結果，鍼灸が最多の 74 名（41.3%），次
にマッサージ（71 名（39.7%））であった。

表6　今後の利用希望部署（複数回答可）
※名（%）で示す。

鍼灸

マッサージ

漢方内科

リハビリテーション

ない

無回答

名（%）

74（41.3）

71（39.7）

53（29.6）

36（20.1）

11（6.1）

27（15.1）

各1

（0.6）

内容

脳神経外科

内科

レントゲンやMRI

胃の検査

病状次第

その都度利用している

無回答

そ

　の

　他

名（%）内容

３．６　自由記述
最後に自由記述欄に記載された内容を，肯定的なコメント，

要望，苦情に分けて表 7 に示す。

表7　自由記述　　※一部の文章を改編。

肯定的なコメント

対応や姿勢（親切，丁寧，笑顔，優しい）が良い

（大病院のようなストレスがなく）受診しやすい

鍼灸が良い

満足，気分良く利用している　

静かな環境が良い

他では見放されたが助かった

他院への紹介状を快く書いていただけた

要望

HP 等による休診情報の発信

漢方，鍼灸，リハビリ等を理解したい

もう少し広く宣伝してほしい

整形外科の診察日が毎日あればいい

待ち時間を周知して欲しい

小児科がなくなってしまい残念

お薬手帖による用紙を準備して欲しい

マッサージを体験したい

ヨガの講座など企画して欲しい

苦情

薬やリハビリで待ち時間が長かった

駐車スペースが狭い，わかりにくい

院内案内図，トイレが遠い，椅子の配置等

センターの入口がわかりづらい

スタッフのおしゃべりや服装，マスクの着用など

リハビリ室が 2 階である　

冷房がきき過ぎている　

ゴミ，虫，蜘蛛の巣等があり，清潔感がない

17

3

3

3

1

1

1

5

2

1

1

1

1

1

1

1

11

5

4

3

3

2

2

1

名

４．考察
回答者の年代は当センターの患者同様，40 から70 歳

代が多く，男女比もおおよそ前回と同様の比率（1：2）であっ
たことから，本結果は当センターの実情を反映していると考
える。幅広い年齢相に利用してもらいたいと考えているが，
30 歳代までの若い世代の利用が増えないのは診療時間が
一般的な勤務時間とオーバーラップしていることが要因と考
えている。実際，退職を迎える60 歳代が多いことからも容
易に推察できる。

居住地と交通手段の結果から，市内または近隣の住民
が自動車で来院しているようである。地域医療に貢献する
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という意味では良いが，その反面，自動車を利用できない
地域の住民はあまり利用していないと考えられる。公共交
通機関を利用する患者に対する方策が必要であろう。

最多の利用部署は漢方（47.5%）であり，来院の動機
も多かった（27.4%）。また，鍼灸も利用者（43.0%），動機
（24.0%）ともに多く，当センターの特長が表れた結果と言
える。他の診療科では，整形外科が多かった。本邦では，
鍼灸保険適用疾患が運動器疾患であることから，患者に
整形外科と鍼灸が容易に連想しやすい。実際，当センター
の鍼灸治療の対象疾患は運動器疾患が多い [2]。また，リ
ハビリテーションの開設も結果に反映されたのかもしれない。

当センターの周知状況は“知っていた”が“知らなかっ
た”を上回った（2011 年は“知らなかった”が 48.6%“知， っ
ていた”が 46.6%）。さらに，来院の動機もいわゆる口コミ
が5割を超えた（50.8%）。以上のように認知や口コミが高まっ
た結果は，スタッフが真摯に現状の診療に取り組み，患者
一人一人に丁寧に接した結果であろう。実際，サービス面
でもスタッフの対応に満足している患者が最も多く，自由記
述でもたくさんの肯定的なコメントをいただいた。また，診療
スキルの向上の取り組みも開始している。2011年のアンケー
トでは東西の強い連携を望む声が聞かれ，それを実現する
ために，医師と理学療法士，鍼灸師等のスタッフが合同カ

ンファレンスを開催し，情報の共有や治療方針や方法の検
討を行っている。以上のように，現状に満足することなく，ソ
フト面における向上を図りたいと思う。

ハード面の充実については，アンケートで評価が低かった
読み物や掲示物，中庭などを整備，改善して，院内環境の
美化，改善に努め，診察や各種検査，リハビリテーションや
鍼灸などで院内にいる時間が増える患者が快適な時間を
過ごせるような取り組みを進めていきたい。その他，自由記
述等の要望や苦情を真摯に受け止め，可能な限り改善をし
なくてはならない。最後に，本センターに関わる全てのスタッ
フに大変に勇気づけられるコメントを数多くいただいた。こ
れを励みにして，教育や研究，地域医療に貢献していきたい。
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Questionnaire on Patients’ Use of Services at the Center for 

Integrative Medicine, Tsukuba University of Technology
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Abstract: As in 2011, we created a questionnaire for patients of the Center for Integrative Medicine 
at Tsukuba University of Technology to collect information about patients’ use of services in 2013. 
The results of the questionnaire revealed that the service most used by patients was Kampo medicine 
(85 persons or 47.5%). We asked patients about their reasons for visiting the center. Some patients 
responded that they received “an introduction from an acquaintance” (59 persons or 33.0%). In a 
question about service, patients were satisfied with the staff's reception (153 persons or 85.5%). The 
medicine to use from now on had much acupuncture and moxibustion (74 persons or 41.3%). 
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